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ＩＴ・広 報 委 員 会

遠藤会長挨拶

・

国際ロータリー第２６７０地区

THE ROTARY CLUB OF TAKAMATSU WEST
高松西ロータリークラブ

プ ロ グ ラ ム 委 員 会

今週のプログラム 第 ２ ５ ５ ２ 回 月 ７４ 日

担 当 者 例 会 場 ＪＲホテルクレメント高松

夜例会 ： ５５周年に向けて

危 機 管 理 委 員 会担 当 者 例 会 場 ＪＲホテルクレメント高松

危機管理委員会フォーラム ： 三倉政智会員

や な ぎ 、 花 言 葉 は “ 従 順 ”

ダ イ ヤ モ ン ド ( d i a m o n d ) 、 宝 石 言 葉 は “ 清 浄 無 垢 ”

誕 生 花

誕 生 石

４月７日 今日は何の日 今日生まれの有名人

健康の日/世界保健デー/法然上人誕生会

1947年　労働基準法公布
1952年　手塚治虫『鉄腕アトム』連載開始

1924年 團伊玖磨
1770年 ワーズワース
1506年 フランシスコ・ザビエル

1954年 ジャッキー・チェン
1953年 甲斐よしひろ
1930年 竹村健一

鈴木幹事報告

国際ロータリーインターアクトクラブのDVDがきておりま

す。ご覧になりたい方は事務局までお知らせください。
・

3/31の例会は休会です。次回は4/7（夜例会）となります

のでよろしくお願いします。
・

遠藤会長挨拶 鈴木幹事報告 危機管理委員会：三倉会員 ２１階シエロでの例会でした

　皆様こんにちは。ＷＢＣで侍ジャパンが最後までの全試

合負けなしで優勝してくれました。各自が与えられた役割

を果たして決勝まで行って優勝してくれました。とても感動

させて頂きました。3/21準決勝の日は、髙松グリーンＲＣと

合同のゴルフコンペでした。しかし私の組は、野球の経過

が気になってスマートフォンで経過を調べてゴルフどころで

なかったです。結局、侍ジャパンはメキシコに逆転勝ちでも

りあがりました。

 ゴルフの結果を参考までに申し上げますと、村上さんが個

人で優勝されました。対抗戦は上位4人のネットスコア合計

で競いましたが僅差の1.4で残念ながら髙松グリーンＲＣに

負けました。当日は20人が参加してのコンペで、尚一層親

睦が深まったように思います。また次回は4月29日に開催

予定ですのでご参加出来る方は宜しくお願い致します。

メイクアップ

 3月20日 高松北ＲＣ 木内

 3月18日

ビジター

小豆島ＲＣ 太田 國博 様

ＩＭ 遠藤 鈴木 磯崎 吉岡 加藤 村上

四 つ の テ ス ト

言行はこれに照らしてから

１.真実かどうか

２.みんなに公平か

３.好意と友情を深めるか

４.みんなのためになるかどうか

４月誕生日の樹

会員１１日 ヤマザクラ(山桜)

磯 崎 裕 騎

小 竹 和 夫

会員５日 オオバベニガシワ(大葉紅柏)



プ ロ グ ラ ム 委 員 会

（例会変更） 高松グリーンロータリークラブ創立３０周年

担 当 者 例 会 場

次週のプログラム 第 ２ ５ ５ ３ 回 月 １５４ 日

高松国際ホテル

ニコニコＢＯＸ

三倉二年間大変お世話になりました。今後とも弊社宜しく
お願いします。

村上ゴルフコンペで優勝しました。北海道の孫と４年ぶりに
今週会えます。

２件遅刻・早退

合計４件

本 日 の 合 計

2 0 2 2 - 2 0 2 3 年 度 累 計

1 6 , 0 0 0 円

6 6 0 , 0 0 0 円

ＩＴ・広報委員会よりお願い

週報に掲載させていただく記事 ・ 原稿を募集させて頂きたく会

員の皆様のご協力をお願い申しあげます。

題目は自由として、 できるだけ多くの皆様に近況報告も含め各

業界分野の話、 身近な随筆、 提言等どんなお話でも結構で

すので投稿していただきます様、 宜しくお願い申し上げます。

出席報告 出 席 委 員 長 ： 大 西 一 正

会 員 数 /

/

/

出 席 者 数

出 席 率

4 2 名

2 2 名

5 6 . 4 1 ％

出 席 規 準 数 /

/

/

欠 席 者 数

ビ ジ タ ー

3 9 名

1 7 名

1 名

/最 終 出 席 率 4 5 . 0 0 ％ 6 0 . 0 0 ％   →3 月 1 0 日

2022-23年度国際ロータリー会長
ジェニファー・ジョーンズ

アニエラ・カラセド

アメリカ・ミシシッピ州ベイセントルイスＲＣ

第6840地区ローターアクト委員長エレクト

R I会長からのメッセージ（４月）

　　コロナ禍が私たちの世界を、 そして

私たちの生活を一変させたことを忘れる

人 は い な い で し ょ う。 私 た ち 一 人 一 人

がこの不確実な時代を乗り越えなければならず、 その

影響を逃れられる人は誰一人としていませんでした。 

　その結果、 私は、 これまでとは異なるグローバルリー

ダ ー シ ッ プ、 つ ま り、 勇 気 と 共 感 力 を 備 え て い る と 同

時に、 感受性豊かなリーダーたちのための場所をつく

り出したと感じています。 2020 年初め、 今は良き友人

となったアニエラ ・ カラセドさんとオンラインで出会いま

した。 彼女はそのようなリーダーの一人であり、 今月の

このコラムを彼女に引き継げることをうれしく思います。

最悪な状況の中から最善のことを
引き出すにはどうすればよいでしょうか？ 

の目的は、 情報を交換し、 自粛生活の中で他の人た

ちが行う活動から刺激を受けることでした。 最初の会合

では、 17 カ国から主に学生 70 人が参加しました。 

　それが発端となり、 世界中のロータリーのプログラム

に参加する若者が経験を分かち合い、 プロジェクトの

アイデアを紹介してインスピレーションを得るためのオン

ラインプラットフォームが構築されました。 若い人たち

をつなぎ、 文化を共有し、 国際奉仕プロジェクトの新

たな機会を見つけられるよう、 手助けしてくれるメンター

やサポーターも探しました。 私たちはこのグループを、

「Rotary Interact ive Quarant ine （ＲＩＱ）」 と 呼 び ま

した。 

　そのわずか 1 年後には、 80 カ国 5,000 人以上の学

生と交流していました。 中には地区インターアクト代表

や地区委員会の委員になった人や、ＲＩで諮問委員会

の委員を務めている人もいます。

　やがて行動制限が解除され、 参加者のニーズは変化

しました。ＲＩＱとしての最後の公式会合で、 バリー ・ ラ

シン元ＲＩ会長からもっと大きな変化を生み出すことへの

インスピレーションを与えられた私たちは、ＲＩＱを 「ロー

タリー青少年ネットワーク （ＲＹＮ）」 へと生まれ変わら

せました。 そして、 私を含む数人のメンバーがインター

アクト諮問委員会の初代委員に選ばれ、 ロータリーの

青少年のためのビジョンをＲＩ理事会に提示しました。 

　理事会でのプレゼンテーションは、 ジェニファーＲＩ会

長とそのチームが、ＲＩに青少年諮問委員会を設置する

きっかけとなりました。 私は今、 その共同委員長を務

めていることを光栄に思います。 

　ＲＹＮは、 ヒューストンでの 2022 年ロータリー国際大

会 の 分 科 会 で 正 式 に 発 足 し ま し た。 イ ン タ ー ア ク ト や

ロータリー青少年交換、 ロータリー青少年指導者養成

プログラム （ＲＹＬＡ） への参加経験がある私たち 5 人

は、 2 年前にオンラインで始めた組織を立ち上げるた

め、 ヒューストンに集まりました。 国際大会は、 私たち

が初めて直接会う場となりました。 

　私たちが発表を終えた時、 500 人以上が総立ちの拍

手をしていることに気付きました。 目には涙があふれ、

興奮と達成感に満たされました。 

　あのパニック発作がこのような結果をもたらすとは、

誰が想像できたでしょうか。

　2020 年 3 月、 私はパニック発作を起こしました。 息

ができず、 胸にひどい痛みを感じました。 

　世界保健機関 （ＷＨＯ） が新型コロナウイルスをパン

デミックと宣言した時、 私はロータリー青少年交換でア

メリカに留学中でした。 考えてみてください。 18 歳の

少女が言葉も異なる異国で、 知り合ってわずか半年し

かたたない人と生活していたのです。 それは恐怖でし

た。 

　政変を繰り返すベネズエラで生まれ育った私は、 状

況がよく変わることについてはよく知っていました。 母

はいつもこう言いました。 「困難は、 解決が必要なニー

ズに過ぎない」 と。 

　私はインターアクトや青少年交換プログラムで出会っ

た友人に連絡し、 オンラインで会合を開きました。 そ


